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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　壁面に可撓性のアブゾーブ壁面を形成するとともに噴射ノズルが挿入されるホルダーを
備え、燃料タンクへの戻り回路がないリターンレスタイプのフューエルデリバリ本体の一
端部に燃料導入管を接続し、この燃料導入管を車体の床下に配置した配管を介して燃料タ
ンクに連結するフューエルデリバリパイプに於いて、フューエルデリバリ本体内部の長手
方向の全長を１００とした場合に、燃料導入管をフューエルデリバリ本体内部に１５～３
５の位置まで挿入し、上記燃料導入管は、先端の軸方向に一対の切り込み部を２箇所対向
して設け、この一対の切り込み部によって形成された折り曲げ部を外方に折り返し、この
ように折り返した折り曲げ部をフューエルデリバリ本体のアブゾーブ壁面の内面に固定し
たことを特徴とするフューエルデリバリパイプ。
【請求項２】
　壁面に可撓性のアブゾーブ壁面を形成するとともに噴射ノズルが挿入されるホルダーを
備え、燃料タンクへの戻り回路がないリターンレスタイプのフューエルデリバリ本体の一
端部に燃料導入管を接続し、この燃料導入管を車体の床下に配置した配管を介して燃料タ
ンクに連結するフューエルデリバリパイプに於いて、フューエルデリバリ本体内部の長手
方向の全長を１００とした場合に、燃料導入管をフューエルデリバリ本体内部に２０～３
０の位置まで挿入し、上記燃料導入管は、先端の軸方向に一対の切り込み部を２箇所対向
して設け、この一対の切り込み部によって形成された折り曲げ部を外方に折り返し、この
ように折り返した折り曲げ部をフューエルデリバリ本体のアブゾーブ壁面の内面に固定し
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たことを特徴とするフューエルデリバリパイプ。
【請求項３】
　壁面に可撓性のアブゾーブ壁面を形成するとともに噴射ノズルが挿入されるホルダーを
備え、燃料タンクへの戻り回路がないリターンレスタイプのフューエルデリバリ本体の一
端部に燃料導入管を接続し、この燃料導入管を車体の床下に配置した配管を介して燃料タ
ンクに連結するフューエルデリバリパイプに於いて、フューエルデリバリ本体内部の長手
方向の全長を１００とした場合に、燃料導入管をフューエルデリバリ本体内部に６５～８
５の位置まで挿入し、上記燃料導入管は、先端の軸方向に一対の切り込み部を２箇所対向
して設け、この一対の切り込み部によって形成された折り曲げ部を外方に折り返し、この
ように折り返した折り曲げ部をフューエルデリバリ本体のアブゾーブ壁面の内面に固定し
たことを特徴とするフューエルデリバリパイプ。
【請求項４】
　壁面に可撓性のアブゾーブ壁面を形成するとともに噴射ノズルが挿入されるホルダーを
備え、燃料タンクへの戻り回路がないリターンレスタイプのフューエルデリバリ本体の一
端部に燃料導入管を接続し、この燃料導入管を車体の床下に配置した配管を介して燃料タ
ンクに連結するフューエルデリバリパイプに於いて、フューエルデリバリ本体内部の長手
方向の全長を１００とした場合に、燃料導入管をフューエルデリバリ本体内部に７０～８
０の位置まで挿入し、上記燃料導入管は、先端の軸方向に一対の切り込み部を２箇所対向
して設け、この一対の切り込み部によって形成された折り曲げ部を外方に折り返し、この
ように折り返した折り曲げ部をフューエルデリバリ本体のアブゾーブ壁面の内面に固定し
たことを特徴とするフューエルデリバリパイプ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子燃料噴射式自動車用エンジンに用いられ、壁面にアブゾーブ壁面を設け
たフューエルデリバリパイプに係るもので、燃料噴射により発生した燃料圧力脈動に起因
する振動や騒音を低減することを目的とするものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、複数の噴射ノズルを設けてエンジンの複数の気筒にガソリン等の燃料を供給
するフューエルデリバリパイプが知られている。このフューエルデリバリパイプは、床下
配管を介して燃料タンクから導入した燃料を、複数の噴射ノズルから順次エンジンの複数
の吸気管又は気筒内に噴射して空気と混合し、この混合気を燃焼させることによってエン
ジンの出力を発生させている。
【０００３】
　このフューエルデリバリパイプは、燃料タンクから燃料が余分に供給された場合に、余
分な燃料を圧力レギュレーターにより燃料タンクに戻す回路を有する方式であるリターン
タイプと、余分の燃料を燃料タンクに戻す回路を持たないリターンレスタイプが存在する
。最近はコストの低減や燃料タンクのガソリン温度の上昇を防止する等の目的で、リター
ンレスタイプのフューエルデリバリパイプが多く用いられている。
【０００４】
　このリターンレスタイプのフューエルデリバリパイプは、余分な燃料を燃料タンクに戻
す配管がないため、エンジンの吸気管又は気筒への噴射ノズルからの燃料噴射によってフ
ューエルデリバリパイプの内部が減圧されると、この急激な減圧と燃料噴射の停止によっ
て生じる圧力波が、フューエルデリバリパイプ及びこのフューエルデリバリパイプに接続
した接続管から燃料タンク側まで伝播された後、燃料タンク内の圧力調整弁から反転され
て戻され、接続管を介してフューエルデリバリパイプまで伝播される。フューエルデリバ
リパイプには、複数の噴射ノズルが設けられており、この複数の噴射ノズルが順次燃料の
噴射を行い、圧力脈動を発生させる。その結果、床下配管を床下に止めているクリップを
介して車内に騒音として伝播され、この騒音が運転者や同乗者に不快感を与えるものとな
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る。
【０００５】
　そのため、このような圧力脈動による弊害を抑制する方法として、特許文献１に示す如
く、フューエルデリバリパイプの壁面に可撓性のアブゾーブ壁面を形成し、燃料噴射に伴
って発生する圧力を受けてアブゾーブ面が歪み変形することにより、燃料を噴射すること
により発生する燃料圧力脈動を吸収低減する方法が従来より採用されており、燃料圧力脈
動のうち数十Ｈｚ程度以下の低周波成分を抑制することを可能としている。
【０００６】
　しかし、上記の如くフューエルデリバリパイプの壁面に可撓性のアブゾーブ壁面を形成
することにより、フューエルデリバリ本体内部に発生する定在波が高周波帯域から低周波
帯域に遷移するため、このように低周波側に遷移した定在波が新たな振動・騒音を引き起
こす原因となった。特に、特許文献２及び図１０に示す如く、従来では一般的に燃料導入
管(５２)をフューエルデリバリ本体(５１)の一端側に接続固定して、燃料導入管(５２)の
開口部(５３)をフューエルデリバリ本体(５１)内部の端部に配置していたため、図１１に
示す如く、燃料導入管(５２)の開口部(５３)が、フューエルデリバリ本体(５１)内部に発
生する定在波の最大振幅位置である腹部付近に配置されることから、図１１に於いて実線
で示す定在波一次モード、及び図１１に於いて一点鎖線で示す定在波二次モードに起因す
る脈動伝播が大きくなり問題となっていた。
【０００７】
　そこで、特許文献１及び図１２に示す如く、燃料導入管(５２)をフューエルデリバリ本
体(５１)とは垂直に接続配置し、フューエルデリバリ本体(５１)内部の中央付近に燃料導
入管(５２)の開口部(５３)を配置する方法が公知となっている。このような方法でフュー
エルデリバリ本体(５１)と燃料導入管(５２)を接続することにより、図１３に示す如く、
燃料導入管(５２)の開口部(５３)が定在波一次モードの節部付近に配置されるため、定在
波一次モードの伝播が抑制され、車両の振動や騒音を抑えることが可能となる。
【０００８】
　しかしながら、特許文献１及び図１２のようにフューエルデリバリ本体(５１)とは垂直
に燃料導入管(５２)を接続すると、他の車両部品との部品干渉やクリアランス不足の問題
が生じ、レイアウト性の悪いものとなってしまうという不都合が生じていた。
【０００９】
　そこで、このような問題点を解決するために、特許文献１の図４に示す如く、燃料導入
管をフューエルデリバリパイプの一端から長手方向に挿入し、燃料導入管の開口部をフュ
ーエルデリバリパイプの中央付近に配置したり、特許文献３に示す如く燃料導入管の開口
部をフューエルデリバリパイプと垂直に挿入配置するとともに、燃料導入管をＬ字型にし
て床下燃料配管側をフューエルデリバリパイプと平行に配置することにより、他の車両部
品との部品干渉やクリアランス不足の問題を解消してレイアウト性を高めたものが存在す
る。
【特許文献１】特開２０００－３２９０３０号公報
【特許文献２】特開平８－１９３５５３号公報
【特許文献３】特開２０００－３２９０３１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、前記特許文献１の図４及び特許文献３の燃料導入管の開口部が、定在波
一次モードの節部付近に位置するため、上記の如く定在波一次モードの伝播を抑制するこ
とは可能であるが、この燃料導入管の開口部は同時に定在波二次モードの腹部付近に位置
することとなるため、定在波二次モードの脈動伝播は大きいものとなり、この定在波二次
モードに起因する１ｋＨｚ付近の振動や騒音が問題となっていた。また、特許文献３の如
く、設置レイアウト性を高めるために燃料導入管をＬ字型に折曲した場合には、燃料導入
管に接続するためのＬ字型の中継部品が必要となるため製造コストが高くなるという欠点
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があった。
【００１１】
　本発明は上述の如き課題を解決しようとするものであって、壁面に可撓性のアブゾーブ
壁面を形成したフューエルデリバリ本体の一端部から内部長手方向に燃料導入管を接続し
、定在波一次モード及び定在波二次モードの両モードの伝播を抑制可能とするとともに、
設置レイアウト性が高く製造コストの低いフューエルデリバリパイプを得ようとするもの
である。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明は上述の如き課題を解決するため、第１の発明は、壁面に可撓性のアブゾーブ壁
面を形成するとともに噴射ノズルが挿入されるホルダーを備え、燃料タンクへの戻り回路
がないリターンレスタイプのフューエルデリバリ本体の一端部に燃料導入管を接続し、こ
の燃料導入管を車体の床下に配置した配管を介して燃料タンクに連結するフューエルデリ
バリパイプに於いて、フューエルデリバリ本体内部の長手方向の全長を１００とした場合
に、燃料導入管をフューエルデリバリ本体内部に１５～３５の位置まで挿入し、上記燃料
導入管は、先端の軸方向に一対の切り込み部を２箇所対向して設け、この一対の切り込み
部によって形成された折り曲げ部を外方に折り返し、このように折り返した折り曲げ部を
フューエルデリバリ本体のアブゾーブ壁面の内面に固定したものである。
【００１３】
　また、第２の発明は、壁面に可撓性のアブゾーブ壁面を形成するとともに噴射ノズルが
挿入されるホルダーを備え、燃料タンクへの戻り回路がないリターンレスタイプのフュー
エルデリバリ本体の一端部に燃料導入管を接続し、この燃料導入管を車体の床下に配置し
た配管を介して燃料タンクに連結するフューエルデリバリパイプに於いて、フューエルデ
リバリ本体内部の長手方向の全長を１００とした場合に、燃料導入管をフューエルデリバ
リ本体内部に２０～３０の位置まで挿入し、上記燃料導入管は、先端の軸方向に一対の切
り込み部を２箇所対向して設け、この一対の切り込み部によって形成された折り曲げ部を
外方に折り返し、このように折り返した折り曲げ部をフューエルデリバリ本体のアブゾー
ブ壁面の内面に固定したものである。
【００１４】
　また、第３の発明は、壁面に可撓性のアブゾーブ壁面を形成するとともに噴射ノズルが
挿入されるホルダーを備え、燃料タンクへの戻り回路がないリターンレスタイプのフュー
エルデリバリ本体の一端部に燃料導入管を接続し、この燃料導入管を車体の床下に配置し
た配管を介して燃料タンクに連結するフューエルデリバリパイプに於いて、フューエルデ
リバリ本体内部の長手方向の全長を１００とした場合に、燃料導入管をフューエルデリバ
リ本体内部に６５～８５の位置まで挿入し、上記燃料導入管は、先端の軸方向に一対の切
り込み部を２箇所対向して設け、この一対の切り込み部によって形成された折り曲げ部を
外方に折り返し、このように折り返した折り曲げ部をフューエルデリバリ本体のアブゾー
ブ壁面の内面に固定したものである。
【００１５】
　また、第４の発明は、壁面に可撓性のアブゾーブ壁面を形成するとともに噴射ノズルが
挿入されるホルダーを備え、燃料タンクへの戻り回路がないリターンレスタイプのフュー
エルデリバリ本体の一端部に燃料導入管を接続し、この燃料導入管を車体の床下に配置し
た配管を介して燃料タンクに連結するフューエルデリバリパイプに於いて、フューエルデ
リバリ本体内部の長手方向の全長を１００とした場合に、燃料導入管をフューエルデリバ
リ本体内部に７０～８０の位置まで挿入し、上記燃料導入管は、先端の軸方向に一対の切
り込み部を２箇所対向して設け、この一対の切り込み部によって形成された折り曲げ部を
外方に折り返し、このように折り返した折り曲げ部をフューエルデリバリ本体のアブゾー
ブ壁面の内面に固定したものである。
【発明の効果】
【００１６】
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　本願の第１～第４発明は上述の如く構成したものであるから、壁面に可撓性のアブゾー
ブ壁面を形成することにより、燃料噴射の際に発生する燃料圧力脈動のうち低周波成分を
抑制可能とした、燃料タンクへの戻り回路がないリターンレスタイプのフューエルデリバ
リパイプであって、フューエルデリバリパイプの一端部から内部長手方向に燃料導入管を
挿入配置することにより、フューエルデリバリパイプの設置レイアウト性を高めるととも
に、製造コストを低減可能なものとしている。
【００１７】
　また、燃料導入管の挿入長さを調節して、フューエルデリバリ本体内の燃料導入管の開
口部の位置を、フューエルデリバリ本体内部に発生する定在波一次モード及び定在波二次
モード双方の腹部から遠ざけることにより、定在波一次モードに起因する数百Ｈｚの燃料
圧力脈動及び定在波二次モードに起因する１ｋＨｚ前後の燃料圧力脈動双方の伝播を抑制
して、車両構成部材の振動や騒音の低減を可能としたものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　第１の発明では、フューエルデリバリ本体内部の長手方向の全長を１００とした場合に
、燃料導入管をフューエルデリバリ本体内部に１５～３５の位置まで挿入するものとして
いる。挿入長さを１５の位置より短くすると、燃料導入管の開口部の位置が定在波一次モ
ードの腹部及び定在波二次モードの腹部に近づくため、定在波一次モード及び定在波二次
モードの双方に起因する脈動伝播が大きくなり、挿入長さを３５の位置より長くすると、
燃料導入管の開口部の位置が定在波二次モードの腹部に近づくため、定在波二次モードに
起因する脈動伝播が大きくなる。
【００１９】
　また、第２の発明では、フューエルデリバリ本体内部の長手方向の全長を１００とした
場合に、燃料導入管をフューエルデリバリ本体内部に２０～３０の位置まで挿入するもの
としている。この範囲内であれば、燃料導入管の開口部が定在波一次モードの腹部から遠
ざかるとともに、定在波二次モードの腹部からも遠ざかるため、定在波一次モード及び定
在波二次モードの双方に起因する脈動伝播を総合的に抑制することが可能となる。
【００２０】
　また、第３の発明では、フューエルデリバリ本体内部の長手方向の全長を１００とした
場合に、燃料導入管をフューエルデリバリ本体内部に６５～８５の位置まで挿入するもの
としている。挿入長さを６５の位置より短くすると、燃料導入管の開口部の位置が定在波
二次モードの腹部に近づくため、定在波二次モードに起因する脈動伝播が大きくなり、挿
入長さを８５の位置より長くすると、燃料導入管の開口部の位置が定在波一次モードの腹
部及び定在波二次モードの腹部に近づくため、定在波一次モード及び定在波二次モードの
双方に起因する脈動伝播が大きくなる。
【００２１】
　また、第４の発明では、フューエルデリバリ本体内部の長手方向の全長を１００とした
場合に、燃料導入管をフューエルデリバリ本体内部に７０～８０の位置まで挿入するもの
としている。この範囲内であれば、燃料導入管の開口部が定在波一次モードの腹部から遠
ざかるとともに、定在波二次モードの腹部からも遠ざかるため、定在波一次モード及び定
在波二次モードの双方に起因する脈動伝播を総合的に抑制することが可能となる。
【実施例１】
【００２２】
　本願の第１発明における実施例１について、図１～７を用いて詳細に説明すれば、(１)
はフューエルデリバリ本体であって、管軸方向に対して垂直な断面形状を矩形で扁平な形
状としている。そして、管軸方向に配置した上壁(２)及び底壁(３)と、この上壁(２)及び
底壁(３)を連結する一対の側壁(４)(５)と、管軸方向の両端に配置した一対の端壁(６)(
７)とからフューエルデリバリ本体(１)を構成している。また、この上壁(２)及び底壁(３
)の長手方向の全長を３２０ｍｍ、幅方向の長さを３４ｍｍとしている。
【００２３】
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　また、側壁(４)(５)の高さを１０．２ｍｍとするとともに、フューエルデリバリ本体(
１)上壁(２)、底壁(３)、及び両側壁(４)(５)の板厚を１．２ｍｍとしている。また、底
壁(３)には複数のソケット(８)を接続固定しており、このソケット(８)はエンジンの吸気
路或いは気筒内に燃料を噴射するための噴射ノズル(図示せず)を接続可能なものとしてい
る。また、このフューエルデリバリ本体(１)の上壁(２)及び底壁(３)を、噴射ノズルから
の燃料噴射に伴って発生する圧力を受けて撓み変形可能なアブゾーブ壁面としている。こ
のようにアブゾーブ壁面を設けることにより、燃料噴射により発生する燃料圧力脈動のう
ち低周波成分を抑制可能なものとしている。
【００２４】
　また、フューエルデリバリ本体(１)には、片方の端壁(６)を介して燃料導入管(１０)を
挿入配置しており、この燃料導入管(１０)の先端には、軸方向に平行な一対の切り込み部
を設け、図２に示す如く、この切り込み部の基端側を外方に垂直に折り曲げるとともに、
この折り曲げ部(３６)の先端側を、燃料導入管(１０)の先端側とは反対側に垂直に折り返
している。
【００２５】
　また、燃料導入管(１０)をフューエルデリバリ本体(１)内に挿入した際に、折り曲げ部
(３６)の基端部(３７)とは垂直方向に折り返した先端部(３８)がフューエルデリバリ本体
(１)の内面に当接可能となるよう、燃料導入管(１０)とは垂直方向に形成した折り曲げ部
(３６)の基端部(３７)側の形成長さを調節している。そして、図３及び図４に示す如く、
フューエルデリバリ本体(１)内に燃料導入管(１０)を挿入するとともに、燃料導入管(１
０)の折り曲げ部(３６)の先端部(３８)をフューエルデリバリ本体(１)の内面にろう付け
固定している。
【００２６】
　上記の如く組み付けることにより、燃料導入管(１０)の挿入部(１２)の先端側をフュー
エルデリバリ本体(１)の内面に固定することができ、これにより燃料導入管(１０)の挿入
部(１２)の先端側の振動を抑制することが可能となる。また、燃料導入管(１０)に切り込
み部を設けて折り曲げ部(３６)を形成するのみで、燃料導入管(１０)をフューエルデリバ
リ本体(１)に固定することができるため、他に特別な部品を必要とすることなく、製造が
容易で廉価な製品を得ることができる。
【００２７】
　そして、上記燃料導入管(１０)は図５に示す如く、フューエルデリバリ本体(１)内部の
長手方向の全長を１００とした場合に、フューエルデリバリ本体(１)内部に２５付近の長
さ位置まで挿入するとともに、フューエルデリバリ本体(１)の端壁(６)において固定して
いる。このように燃料導入管(１０)をフューエルデリバリ本体(１)内の長手方向に挿入配
置して接続することにより、フューエルデリバリパイプの設置レイアウト性を高めること
ができるとともに、他に特別な部品を必要としないため製造コストを低減することが可能
となる。また、この燃料導入管(１０)は床下配管を介して燃料タンクに連結されている。
【００２８】
　上記の如く構成したフューエルデリバリ本体(１)について、フューエルデリバリ本体(
１)内に生じる各周波数の燃料圧力脈動の大きさを測定した結果を図６に示す。また、本
実施例１の比較例１として、図１０に示す如く、フューエルデリバリ本体(５１)内部の端
部に燃料導入管(５２)の開口部(５３)を配置したもの、比較例２として図１２に示す如く
、フューエルデリバリ本体(５１)内部の中央付近に燃料導入管(５２)の開口部(５３)を配
置したものについて測定した。尚、比較例１及び２のフューエルデリバリ本体(５１)と燃
料導入管(５２)は、実施例１で使用した本発明に係るフューエルデリバリ本体(１)及び燃
料導入管(１０)と同じ形状・大きさのものを使用した。
【００２９】
　その結果、比較例１は図１１に示す如く、定在波一次モード及び定在波二次モードの腹
部付近に燃料導入管(５２)の開口部(５３)が配置されているため、定在波一次モード及び
定在波二次モードの双方に起因する５００Ｈｚ及び１ｋＨｚで高い値を示し、比較例２で
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は図１３に示す如く、定在波二次モードの腹部付近に燃料導入管(５２)の開口部(５３)が
配置されているため、定在波二次モードに起因する１ｋＨｚで高い値を示した。一方、本
実施例１では、図５に示す如く、燃料導入管(１０)の開口部(１１)が定在波一次モードの
腹部と節部の間に配置されるとともに、定在波二次モードの節部付近に配置されるため、
定在波一次モードに起因する５００ｋＨｚ及び定在波二次モードに起因する１ｋＨｚの双
方において、ともに比較的低い値を示した。
【００３０】
　これらの結果から、比較例１では定在波一次モード及び定在波二次モードに起因する燃
料圧力脈動を抑制することが困難であるとともに、比較例２では定在波二次モードに起因
する燃料圧力脈動を抑制することが困難である一方、本実施例１のフューエルデリバリパ
イプは、定在波一次モードに起因する燃料圧力脈動を抑制すると同時に、定在波二次モー
ドに起因する燃料圧力脈動の伝播をも抑制することが可能であることが確認された。　
【００３１】
　また、本実施例及び以下の実施例では、燃料導入管(１０)の断面形状を図７Ａに示す如
く円形としているが、他の異なる実施例では、フューエルデリバリパイプの高さが低い場
合や壁面とのクリアランスの確保が困難である場合、フューエルデリバリ本体(１)内部に
挿入する燃料導入管(１０)に絞り加工を施す際に成形容易とするため、図７Ｂ、Ｃ、Ｄ、
Ｅに示す如く十字型、扁平形、Ｕ字型、８字型としても良い。
【実施例２】
【００３２】
　また、上記実施例１では、フューエルデリバリ本体(１)内部の長手方向の全長を１００
とした場合に、燃料導入管(１０)をフューエルデリバリ本体(１)内部に２５の長さ位置ま
で挿入配置してフューエルデリバリ本体(１)に接続しているが、本願の第３発明における
実施例２では、図８に示す如く、燃料導入管(１０)をフューエルデリバリ本体(１)内部に
７５の長さ位置まで挿入配置している。
【００３３】
　このような長さ位置まで燃料導入管(１０)をフューエルデリバリ本体(１)内部に挿入配
置することにより、燃料導入管(１０)の開口部(１１)が、図８に示す如く、定在波一次モ
ードの腹部と節部の中間付近に配置されるとともに、フューエルデリバリ本体(１)内部に
生じる定在波二次モードの節部に配置されるため、定在波一次モードに起因する燃料圧力
脈動及び定在波二次モードに起因する燃料圧力脈動の双方の伝播を抑制することが可能と
なる。
【実施例３】
【００３４】
　また、上記実施例１及び２では、フューエルデリバリ本体(１)内部の長手方向の全長を
１００とした場合に、燃料導入管(１０)をフューエルデリバリ本体(１)内部にそれぞれ２
５、７５の長さ位置まで挿入配置してフューエルデリバリ本体(１)に接続しているが、本
実施例３では、図９に示す如く、燃料導入管(１０)をフューエルデリバリ本体(１)内部に
３３の長さ位置まで挿入配置している。
【００３５】
　このような長さ位置まで燃料導入管(１０)をフューエルデリバリ本体(１)内部に挿入配
置することにより、燃料導入管(１０)の開口部(１１)が図９に示す如く、定在波一次モー
ド腹部から遠ざかると同時に定在波二次モードの腹部からも遠ざかるため、定在波一次モ
ードに起因する燃料圧力脈動及び定在波二次モードに起因する燃料圧力脈動を総合的に抑
制することが可能となる。また、このような位置に燃料導入管(１０)を配置することによ
り、燃料導入管(１０)の開口部(１１)が、特に振動・騒音の問題となりやすい定在波一次
モードの節部側に配置されるため、定在波一次モードに起因する燃料圧力脈動を抑制する
ことができ、結果的に車両内の振動や騒音をより効果的に低減することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
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【図１】本願の第１発明における実施例１を示すフューエルデリバリパイプの斜視図。
【図２】実施例１の燃料導入管の部分斜視図。
【図３】本願の実施例１を示すフューエルデリバリパイプの部分断面図。
【図４】図３のＦ－Ｆ線断面図。
【図５】実施例１のフューエルデリバリパイプ内部で発生する定在波一次モード、定在波
二次モードの概念図。
【図６】各周波数における燃料圧力脈動の測定結果を示す棒グラフ。
【図７】本発明の実施例１～３及び他の実施例で使用する燃料導入管の断面図。
【図８】実施例２のフューエルデリバリパイプ内部で発生する定在波一次モード、定在波
二次モードの概念図。
【図９】実施例３のフューエルデリバリパイプ内部で発生する定在波一次モード、定在波
二次モードの概念図。
【図１０】従来例を示すフューエルデリバリパイプの断面図。
【図１１】従来例のフューエルデリバリパイプ内部で発生する定在波一次モード、定在波
二次モードの概念図。
【図１２】従来例を示すフューエルデリバリパイプの断面図。
【図１３】従来例のフューエルデリバリパイプ内部で発生する定在波一次モード、定在波
二次モードの概念図。
【符号の説明】
【００３７】
　　１　フューエルデリバリ本体
　１０　燃料導入管
　１２　挿入部
　３６　折り曲げ部
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